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５万分の１地質図幅 
説   明   書 

 

北海道立地下資源調査所 

嘱  託  橋 本 誠 二 

 

は し が き 

 

この図幅ならびに説明書は昭和40年より42年にかけての野外調査結果をとりまと 

めたものである。野外調査に当たっては多数の方々のご協力を得た。すなわち主とし 

て日高層群および花こう岩の分布する地域は河内晋平，野地正保，小松正幸，吉田勝， 

在田一則，平井喜郎の諸氏，主として熔結凝灰岩類については魚住悟，中村耕二，藤 

原嘉樹，太田茂志の諸氏が調査に当たられた。また説明書作成に際しては渡辺家隆氏 

の助力を頂いた。これらの方々に厚くお御申し上げる次第である。 

Ⅰ 位置および地形 

佐幌岳図幅は日高山脈最北端の佐幌岳を図幅の南西隅に含んでおり，狩勝峠の東北 

方を占めている。 

この地域には南端の若干の平坦地を除き，ほぼ全域は，開析された台地に占められ 

ており，北東と南西隅に標高1,000m内外の山地が分布している。 

これらの山地は，日高累層群および花こう岩より構成されるピシカチナイ山と佐幌 

岳を中心としており，これらの中間には南にゆるく傾く開析された台地が広がってい 

る。 

この台地面は火流の流走面である。台地面上には所々に基盤岩より成る突出部が 

認められ，また南南東に流れる河川によって下刻されている。この台地面は，近傍の 

諸図幅においても発達しており，十勝熔結凝灰岩の形成するものとされている。台地 

面の最高処は十勝川上流図幅のチカベツ山の台地（標高900～1,000m）であり，そこ 

から南方および南西方向に低下しており，南南西に向かい西達布図幅内になだらかな 

張り出しを作っている。チカベツ山北方では台地面は北東に低まるが，シー十勝川流 

路付近では段丘形成などにより侵され，上部をなす十勝熔結凝灰岩が失われ，下部 
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の古期熔結凝灰岩が露われている。 

十勝熔結凝灰岩のつくる平坦面は本図幅内でも段丘等により切られている。この後 

熔結凝灰岩地形面はつぎのようである。 

美蔓面（新得図幅)。この図幅では上幌内一帯に発達している。これは南方で上然 

別，美蔓につらなる台地の頂部であり，オソウシ川にう標高420～440mの河段丘 

に連なる。この面は厚く堆積した砂礫・粘土層で構成され，上面は十勝川現河床より 

約140mの比高を示す。本砂礫層の一部は，新得図幅の美蔓面堆積物であるが，ここ 

では いわゆる帯広層 とする。 

東新内面は東新内一円の平坦面および十勝川にそう河段丘面をよぶもので，標高 

320～360mにわたって発達し，現河床からの比高80～100mを示す。新得図幅では 

この平坦面の一部は美蔓面に，また他の一部は上佐幌面に含められているが，本図幅 

では分離し取り扱う。 

上佐幌面は東新内面より比高20～40mの緩斜面で分けられる河段丘面で，部分的 

に厚い砂礫層で被覆されている。 

下佐幌面は上佐幌面と比高40mの緩斜面の境界で分離される広い河段丘面であり 

現河床より25m程度の高さを示している。上佐幌・下佐幌の二つの段丘面は佐幌岳 

図幅内には認められない。 

屈足面はもっとも低位の河段丘面として十勝川いに発達している。河床より5～ 

10mの高さを示す。 

これら河段丘は高位段丘として美蔓面（段丘)，中位段丘として東新内，上佐幌およ 

び下佐幌段丘，下位段丘には屈足河段丘として大別される。 

Ⅱ 地 質 概 説 

この図幅内に発達する地質系統および火成岩類は第１表に示すとおりである。図幅 

の基盤は中生代（ジュラ紀～白亜紀前期？）に属する日高累層群である。これらは十 

勝川上流図幅にしたがって四分される。日高層群は直接に下部洪積統と考えられる屈 

足層でおおわれている。本層の下部は海成で泥炭を含む層も介在しているが，上部は 

熔結凝灰岩質になっている。図幅域では上部の部層が観察される。岩松層は屈足層を 

不整合におおう砂礫，粘土層である。この分布は比較的に限定されていて堆積には古 

十勝川の作用が関係していると考えられる。岩松層の上位にはそれぞれ不整合的関係 

〃
 〃
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第１表 佐幌岳図幅地質系統 
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でパンケニコロ熔結凝灰岩および十勝熔結凝灰岩が発達する。これらの噴出した時代 

は洪積世前期であろう。十勝熔結凝灰岩は不整合的に いわゆる帯広層 で覆われて 

いる。古期洪積世の礫層であろう。 

東新内河段丘にはじまる一連の段丘は洪積世中期より後期にわたるものである。 

Ⅲ 日高累層群 

この地域の基盤は黒色粘板岩，シルト岩，砂岩およびそれらの互層より成る日高累 

層群で構成されている。日高累層群は褶曲し断層によっていちじるしく変位している 

と考えられるが，火流によるひろい被覆と地層中に顕著な鍵層をくために詳細な 

構造，構成は十分明らかでない。 

北に隣接する十勝川上流図幅では日高累層群は下部よりニペソツ層，十勝パンケ層， 

十勝ペンケ層，およびチカベツ層に四分されており，これらの分布する中間には剪断 

作用あるいは変質作用を蒙った岩帯が発達している。 

この図幅域にはこれら各層や岩帯が認められており十勝川上流図幅の分帯に従って 

のべることにする。 

Ⅲ.１ ニペソツ層 

ニペソツ層は主に黒色粘板岩，シルト岩より構成され，部分的に砂岩との互層また 

薄い輝緑凝灰岩，枕状熔岩，珪質岩層が介在している。本層は図幅域では東西両側す 

なわち東側ではピンカチナイ山の周縁や十勝川にい，西側では佐幌川，パンケニコ 

ロ川上流域にかけて，それぞれ南北に分布している。 

図幅東側のニペソツ層は複雑な構造を示している。岩松ダム付近では黒色粘板岩， 

シルト岩の走向は南北性で急立している。中土場発電所の上流部やオソウシ川上流で 

は走向は北東にむいており，これらの単位は断層で境いされている。ペンケキナウシ 

合流以北では走向は北東性であるが傾斜はゆるく，ゆるい褶曲が示されている。 

図幅西側のニペソツ層は走向は北東をさし比較的に単純な褶曲をあらわしている。 

パンケニコロ川上流には千枚岩よう岩石も知られているが連続関係は不明である。こ 

の単純褶曲を示すものに対し，後述する上部層との境界に北北東に走る輝線凝灰岩の 

薄層をはさむ破砕された粘板岩が約2km幅の帯をなして追跡される。この破砕帯の 

内部では地層の走向，傾斜は不安定で永続性がない。隣接図幅の顕著な剪断帯に関連 

するものと考えられる。ニペソツ層は花こう岩，はんれい岩などの火成岩類によって 

〃
 〃
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貫かれている。これらの火成岩類はニペソツ層の分布域内に限って認められる。 

Ⅲ.２ 十勝パンケ層 

十勝パンケ層はシルト岩，粘板岩およびそれらと砂岩との互層から成りたってお 

り，図幅の東西両側に分布するニペソツ層の中間に断層にて区切られ幅広く発達して 

いる。本層は構造上二分できる。東側のものは南北ないし北北東の走向をもち東に急 

斜している。これに対し西側のものは走向，傾斜は場所により異り，北東に走る攪乱 

帯をつくっているようである。この攪乱帯は十勝川上流図幅の変質帯の延長に当たる 

が，ここでは曹長石化作用や珪化作用は認められない。 

Ⅲ.３ 十勝ペンケ層 

ペンケニコロ川，ポンニコロ川にかけペンケ山（796.6m）を中心に灰緑色の硬砂 

岩が発達している。このような砂岩は十勝ペンケ層の特徴とされているが，本図幅地 

域内では発達は局限されており，くわしくは不明である。 

Ⅲ.４ チカベツ層 

ペンケニコロ川上流部にはニペソツ層および十勝パンケ層と断層関係で接する頁岩 

層が認められる。この頁岩は先にのべた粘板岩とは非常に異なる軟質の岩石で，隣接 

図幅のチカベツ層の一部に該当するものである。本層は日高累層群にいちおう含めら 

れているが，白亜系の疑いがあるといわれている。 

Ⅳ 屈 足 層 

この図幅で屈足層に含めるものは，美蔓台地の基盤を構成する主に熔結凝灰岩およ 

び凝灰岩より成る堆積物である。この大半は新得図幅内に分布し一部が図幅内オソウ 

シ川，ペンケナイ川やペンケニコロ川にそい認められる。 

本層は新得図幅では熊牛層とされており，標式地は屈足26号対岸の十勝川大露頭 

である。国府谷らは新得図幅で熊牛層を第２表のように分けている。本図幅では第２ 

表右欄のように熊牛層から，その最上部の砂礫相をのぞき，上部シルト相を熔結凝灰 

岩相の上部構成員として並置し，再定義し屈足層と新たによぶことにした。 

屈足層の標式地も屈足26号露頭であるが，新得図幅内の屈足上然別道路切り割り， 

屈足32号対岸の沢，同34号対岸の沢および同27号対岸の沢などの観察も参考にし 

て層準を決定した。 
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第２表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屈足層の下部は砂礫部層である。この部層は佐幌岳図幅内では認められないが，岩 

松でのボーリング資料で存在が確められている（新得図幅)。この砂礫部層を整合的 

におおい熔結凝灰岩部層が発達する。本部層は下部より部層１,２および３に分けられ 

る。 

熔結凝灰岩部層１（流下軽石質凝灰岩層）は灰白色の凝灰岩層で，絹糸光沢をもつ 

径20～100cmの軽石塊を多量に含んでいる。熔結の度合いは本部層のなかではもっ 

とも強く，岩松付近，パンケニコロ川下流では粗い節理が発達している。ペンケナイ 

川二岐やオソウシ川では日高累層群を直接おおい，パーライト状岩あるいは流紋岩質 

岩石が発達している。熔結凝灰岩部層１の上部には粗大な軽石の集中する1～3mの 

やや不規則な層がみられ火山灰砂層が伴われる。 

熔結凝灰岩部層１の主体は流紋岩ないし石英安山岩質熔結凝灰岩である。斑晶斜長 

石＞石英＞黒雲母。 

斜長石は砕片状または熔された大形結晶（5mm）でAn60～50程度ものが多い。 



― 7 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 流紋岩質熔結凝灰岩 
（屈足層熔結凝灰岩部） 

基質のガラス片に特徴が認められる 

累帯は明らかで，周縁に0.05mm程のガラス縁が生じている。石英は3～2mm，熔 

されており，ガラス縁が認められる。黒雲母は淡色の葉片状結晶で，きわめて稀 

に濃色部が残存する。角閃石（緑色種)，単斜輝石は少量ずつ含まれている。基質は 

軽石細片に富んでいる。そのガラス片は圧迫されているのみで完全に熔結されていな 

い。軽石塊もやや圧縮されているだけである。 

オソウシ川，ペンケナイ川には日高累層群の直上にうす紫色の熔岩状岩が層状のパ 

ーライトを伴い発達している。この岩石は斜長石，石英の斑状結晶をもつのみで，有 

色鉱物はない。熔結度は完全であって，流理状構造が顕著である。平な空が配列 

するものもみられる。ペンケナイ川ではこの岩石の上部をおおい桃色の弱く熔結した 

凝灰岩（屈足層熔結凝灰岩部層２）が発達している。 

部層２は淡い桃色を呈する細粒の軽石，火山灰の均質な層で，1～数cmの細角礫 

状の粘板岩，安山岩の破片が含まれる。屈足32号対岸の沢では約10mの比較的に緻 

密に熔結した部分が部層の上部をしめて認められる。ペンケナイ川などではこの部層 

がひろく分布する。26号の露頭ではこの熔結部は認められず，屈足－上然別道路では 

軟質になり微弱な層理や軽石層も発達する。すなわち下流部に向かい熔結性を失う傾 
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向がある。 

部層３はサーモンピンクの色調の均質な火山灰層である。細粒の岩片は含まれる。 

32号対岸の沢では層厚は約30m，26号露頭では層厚約20mに減ずるが，その上部 

には浮石，礫をまじえる火山砂，粘土層より成る約10mの層が発達する。上然別道路 

切り割りにおいては，火山灰より成る部分は失われ，層厚約20mの火山砂，同質粘 

土層が礫，軽石を伴って分布している。この基部には泥炭の薄層も認められる。この 

火山砂，粘土層は新得図幅の上部シルト岩相に当るものであるが，部層３の同時異相 

的堆積物と考えられる。美蔓台地での屈足層の層序は第２図にしめす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 美蔓台地における屈足層の柱状断面図 
A 屈足34号対岸（熊の沢）   C 屈足27号対岸 
B 屈足32号対岸        D 屈足－上然別道路 
K 屈足層   １ 流紋岩質熔結凝灰岩 

２ 淡桃色軽石・火山灰層，一部に熔結部がある 
３ a サーモンピンク火山灰層 
３b 火山灰，粘土，砂礫層 

IM  岩 松 層 
TW  十勝熔結凝灰岩 
OB  いわゆる帯広層 

A－B－C－D面は台地面すなわち標高320mである。 
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Ⅴ 岩 松 層 

岩松層は屈足層の顕著な削ハク凹所を埋める砂礫，粘土より成る堆積物である。標 

式地は岩松付近，オソウシ川中流域である。本層は局部的に岩相や層厚がいちじるし 

く異なっている。 

岩松発電所対岸では，岩松層の下部は厚さ40m以上の浮石まじりの礫層，上部は 

ピンク色の火山灰，砂層を介在する粘土層（厚さ20m）で，流紋岩質熔結凝灰岩（十 

勝熔結凝灰岩）におおわれている。岩松市街地近くでは屈足層の熔結凝灰岩部層１を 

凝灰質シルト，砂層にはじまり礫層に移化する岩松層が不整合的におおっており，そ 

の上部には十勝熔結凝灰岩が不整合的に被覆している。オソウシ川中流域一帯には十 

勝熔結凝灰岩の下部に凝灰質シルト・粘土あるいは砂礫と所により岩相の異る岩松層 

が認められる。 

このように岩松層と十勝熔結凝灰岩とはいちじるしい不整合をもって接している。 

この不整合の境界面は岩松発電所対岸では標高300mであるが，約3km下流の屈足 

34号対岸の沢（新得図幅）では200mに下降し，この不規則な境界面に粘土質の岩松 

層の一部が，下底の屈足層との間を埋め認められる（第２図A参照)。 

Ⅵ パンケニコロ熔結凝灰岩 

パンケニコロ熔結凝灰岩はパンケニコロ川，ポンニコロ川，ペンケニコロ川の上流 

部などで台地面をつくる十勝熔結凝灰岩の直下に発達する顕著な熔結凝灰岩である。 

この岩層は三つの部層に分けられる（第３図)。最下部層はパンケニコロ川では層 

厚30mの降下噴出物層，流紋岩質熔結凝灰岩である。しかしこの最下部層はポンニ 

コロ川やペンケニコロ川などでは認められず，つぎの部層が下底部を占めている。下 

部層（90m）はガラス質の安山岩質熔結凝灰岩および同質噴出物層より成りたつ。上 

部層は石英安山岩質熔結凝灰岩とそれをおおう同質または流紋岩質の凝灰岩層から構 

成されている。これらいずれの層にも層理は認められない。 

最下部層の流紋岩質熔結凝灰岩は有色鉱物を含まない熔結の進んだ熔岩状の外観を 

示している。 

斑晶は径5～1mmの熔された石英を主とし，斜長石が若干伴われる。石基部 

は黄色ガラス質で軽石が圧迫され熔結し，流理ようの構造をしめす。球顆は多量 
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第３図 パンケニコロ熔結凝灰岩，十勝熔結凝灰岩柱 
状断面       （パンケニコロ川上流） 
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第４図 パンケニコロ熔結凝灰岩 
下底部の流紋岩質部。有色鉱物はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 パンケニコロ熔結凝灰岩 
石英安山岩質である。基質は不透明なガラスである。 

 有色鉱物。単斜輝石。 
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に含有されている。 

岩質上この熔結凝灰岩は屈足層基底の熔岩状またはパーライト質流紋岩質熔結凝灰 

岩に似ているが，岩石帯磁方位測定によれば屈足層中のものは磁化方位は西偏してお 

り，それに対し本岩石の磁化方位は東偏しており区別される（橋本他，1968)。 

下部層の安山岩質熔結凝灰岩は暗灰色で，下部はとくにガラス層やレンズが多量含 

まれている。上部は約30mの凝灰岩質層で構成されており，整合的に石英安山岩質 

熔結凝灰岩におおわれている。 

熔結の進んだ下部層の鏡下での特徴は次のようである。斑晶は虫くい状に熔さ 

れた基性斜長石で，石英も少量伴われている。有色鉱物は角閃石，単斜輝石，紫蘇 

輝石が主要なものであるが，黒雲母も僅か認められる。以上の斑晶は流理状構造の 

顕著なガラスで埋められている。 

ガラス質の熔結凝灰岩の間には熔結は進んでいるが，凝灰質部分の層が介在して 

いる。一般に凝灰質部分は石英や黒雲母の斑晶が大形で，量も増えている。 

安山岩質熔結凝灰岩は石英安山岩質凝灰岩層によっておおわれる。この凝灰岩層は 

30mの層厚を示し，細かな火山岩片や粘板岩片が含有される。北にきわめて緩く傾 

く層状構造を微かに認めることができる。 

パンケニコロ熔結凝灰岩上部層は石英安山岩質岩石と石英安山岩ないし流紋岩質凝 

灰岩層からつくられている。 

石英安山岩質熔結凝灰岩は薄い層またはパッチのガラス部をもつ，かなり熔結した 

灰色の岩石である。 

熔結したガラス部の組成は安山岩質のものと，より酸性で石英安山岩ないし流紋 

岩質のものとが混在している。 

安山岩質の層は斜長石，角閃石，輝石類を斑晶とし，汚濁したガラスが埋めてい 

る。石英安山岩～流紋岩質のガラスパッチは短冊状斜長石，石英，黒雲母が主たる 

斑晶で少量の角閃石が伴われている。基質のガラスは透明でパーライト構造が認め 

られる。 

ガラス層間を充するものは凝灰質で，石英安山岩質である。 

これらパンケニコロ熔結凝灰岩は十勝川上流図幅内にひろく分布している。シー十 

勝川標高700m地点ではトノカリ凝灰質泥岩層を被覆している。ここでは十勝熔結 

凝灰岩は缺除しており，河段丘礫が直接上部にのっている。酒匂らはこの事実に基づ 
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第３表 熔結凝灰岩の帯磁方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屈足層の凝灰岩の帯磁方向は伏角50～60ﾟN 西偏している。 

これに対しパンケニコロ凝灰岩基底のものは東偏する。パンケニコロ上部凝灰 

岩は伏角は逆転を示し，偏角も異る。十勝熔結凝灰岩は熔結度の高い岩石である 

にも拘らず，異常であって確たる磁化方位を示さない。 

しかし美瑛周縁の一部の十勝熔結凝灰岩はパンケニコロ熔結凝灰岩基底の岩石 

と同じ方位をあらわしている。これらの産状岩質にも類似の点がある。 

き，本熔結凝灰岩がチカベツ山などの平坦な流走面を形成するものと見なしている。 

しかし十勝熔結凝灰岩は此処ではたまたま削ハクされたもののようで，付近の標高 

800mの台地に残存しているらしい。パンケニコロ熔結凝灰岩に関し，とくに注意す 

べき点はその最下部の流紋岩質部分をのぞき岩石帯磁気方向が逆転を示す点である 

（第３表)。 

Ⅶ 十勝熔結凝灰岩 

十勝熔結凝灰岩は流走面を形成し起伏を埋めてひろく分布する流紋岩質熔結凝灰岩 
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であり，すくなくとも二枚以上の冷却単位から成りたっている。パンケニコロ川上流 

では，パンケニコロ熔結凝灰岩をおおい全層厚150mに及ぶ発達を示している。この 

熔結凝灰岩の分布南限は新得図幅内美蔓台地の屈足32号対岸の沢に達している。こ 

の熔結凝灰岩は屈足層上の不規則な侵面に堆積した岩松層をさらに削りこんだ凹所 

を埋めており， いわゆる帯広層 により不整合的におおわれている。 

 

 

 

第６図 屈足層，岩松層，十勝熔結凝灰岩，いわゆる帯広 
層の関係模式図 

OB：いわゆる帯広層        HG：日高累層群 
TW：十勝熔結凝灰岩        KO：下部砂礫層 
I M：岩 松 層         K1－ 3：上部熔結凝灰岩部層 

KO－K3b：屈 足 層 

第６図には十勝熔結凝灰岩，岩松層，屈足層および いわゆる帯広層 の関係が模 

式的に示されている。 

パンケニコロ川では下部に存在する熔結凝灰岩と整合しているように観察される。 

しかし本熔結凝灰岩分布の北東限，トムラウシ温泉道路では標高640～680mの間で 

二股熔結凝灰岩（鮮新統）をおおっている。これに対しパンケニコロ熔結凝灰岩はカ 

ムイサンケナイ川やユートムラウシ川では標高860～1,000mの台地をつくってい 

て，両者は不整合的関係を示している。 

十勝熔結凝灰岩は淡灰色，やや粗ほうな岩石で，熔結部には粗い柱状の節理があ 

る。斑晶の石英は淡桃色，径4～5mmの自形的大形結晶で，丸みを呈しまたは熔 

されたものが多い。この石英斑晶は特徴的なものであるが，上部の層準ほど多量 

に含有されている。斜長石は半自形あるいは破片状を示す中性～酸性成分の結晶で 

累帯は顕著でない。ペンケナイ川，パンケニコロ川下流部の岩石には長軸約1mm 

の曹長石自形結晶が含まれている。有色鉱物はチョコレート色の黒雲母が主なも 

のである。屈足層の流紋岩質凝灰岩中の黒雲母とは外形，色調ともにはっきりと区 

別できる。 

基質はガラス裂片のコンパクトな集合であるが，流理構造ようの層状パーライト 

が含まれる。球顆がいちじるしく生じている部分もある。外来岩片も多量含まれて 

〃
 〃

 
〃
 〃
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第７図 十 勝 熔 結 凝 灰 岩 
大形石英斑晶，破片状の斜長石，石英，板状 

 黒雲母，ガラス（パーライト状）のパッチ 

いる。 

Ⅷ いわゆる“帯広層” 

図幅東南部，西上幌内の台地面上には十勝熔結凝灰岩をおおい厚い砂礫層が堆積し 

ており，この砂礫層はオソウシ川にって発達する標高420～440mの河段丘に連な 

っている。この砂礫層は第２図および第６図に示したように十勝熔結凝灰岩を不整合 

におおうものである。 

新得図幅ではこの砂礫層の上部を構成する一部は西上幌内台地面，すなわち美蔓面 

堆積物とされており，下部のものは熊牛層に含められている。しかし本図幅では上記 

の事実から，この砂礫層を一括して以前に呼ばれていたように標式地の不明確な現況 

のまま，いわゆる“帯広層”として取り扱い，今後の検討にゆだねることにした。 

Ⅸ 東新内層（河段丘堆積物） 

十勝川の主に右岸にって分布する標高360～320mの河段丘面をつくる砂礫層を 

東新内層とする。パンケ山の西方の上佐幌西基線の段丘は新得図幅においては美蔓面 

堆積物すなわちこの図幅でのいわゆる“帯広層”とされているが，すでに述べたよう 
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に東新内層とすべきである。東新内付近では段丘礫層の発達は顕著ではなく，風化し 

た屈足層熔結凝灰岩部層をおおう細礫をまじえる粘土層となっている。 

Ⅹ 変 成 岩 

Ⅹ.１ ホルンフェルス類 

花こう岩体の周縁のニペソツ層はホルンフェルス化している。佐幌岳花こう岩体は 

岩体境界が熔結凝灰岩におおわれており，ホルンフェルスは佐幌川上流の小部分に認 

められるのみである。ここでは細粒の黒雲母ホルンフェルスが発達している。 

ピシカチナイ花こう岩体周縁には幅300～500m幅にホルンフェルスが生じてい 

る。黒雲母ホルンフェルスが主なものであるが，北部には珪化作用が熱変成に伴われ 

ており，ピシカチナイ沢では紫蘇輝石－黒雲母ホルンフェルスが認められている。本 

岩体周縁では未変成域と変成域との境界は比較的に判然としており，紫蘇輝石の産出 

は幅狭い変成域にもかかわらず観察されている。 

Ⅹ.２ 角 閃 岩 

パンケニコロ川上流にはニペソツ層の一部は片状を呈しており，角閃岩が介在して 

いる。パンケニコロ熔結凝灰岩の基底部に被覆される地点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８図 角  閃  岩   パンケニコロ川上流 
斜長石の残斑晶が認められる。 
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この角閃岩は残斑状構造を示し，輝緑ひん岩が母岩と考えられる。残晶は1mm程 

の汚濁した斜長石またはその集合である。 

基質は細粒の粒状斜長石と0.1mm程度の粒状角閃石または0.5～10mmの柱状淡 

緑色角閃石がくみあっており，弱い片理をあらわしている。曹長石の細脈やプールが 

所々に発達している。 

 火 成 岩 類 

この地域の火成岩類はいずれも日高層群の下部をしめるニペソツ層の分布地内に貫 

入している。 

.１ 花 こ う 岩 

花こう岩には二つの主要な岩体が認められる。 

佐幌岳花こう岩（黒雲母花こう岩） 

佐幌岳一帯に発達する花こう岩は日高変成帯の東翼にみられるものの延長にあた 

る。岩体周縁部が熔結凝灰岩におおわれ，形態は明らかでないが，南南西－北北東に 

延びる岩体を構成しているらしい。本体より分岐した小岩体も伴われている。岩石は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９図 佐 幌 岳 花 こ う 岩 
Or：カリ長石（パーサイト） Q：石英 Pl：斜長石 
Bi：黒雲母 
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比較的に均質な中粒岩であるが，圧砕された部分も少なくない。 

岩石は半自形粒状構造を示し，時にモルタル構造もなしている。 

カリ長石＞石英＞斜長石＞黒雲母 

カリ長石：パーサイト構造が認められ，他形～間充的発達をする。時に1cm 

以上のプールを形成する。 

石英：他形，間充的である。 

斜長石：長軸方向1mm半自形的，累帯は弱いかまたは缺ける。 

黒雲母：0.5mm内外の片状結晶をなす。圧砕部では波状にうねり，緑泥石に変わ 

っている。 

ピシカチナイ花こう岩 

ピシカチナイ花こう岩は佐幌岳花こう岩と岩体を構成する随伴岩石関係や特徴が異 

なっており，さらに周縁のニペソツ層に与える熱変成の性質も異なる。佐幌岳花こう 

岩のまわりには，黒雲母ホルンフェルスが生じているが，ピシカチナイ花こう岩の周 

縁では通常0.5kmの狭い変成域がみられるに過ぎない。しかしホルンフェルスは輝 

石ホルンフェルスであり，珪化帯も形成されることがある。 

花こう岩体の本体は中粒黒雲母花こう閃緑岩である。岩体の周辺では斑岩ようの細 

粒岩相や中細粒はんれい岩のパッチが不規則に含まれている。 

黒雲母花こう閃緑岩 

半目形～他形粒状構造。斜長石＞石英＞黒雲母＞角閃石＞カリ長石。 

斜長石：1～2mmの短冊状の結晶が多く，累帯構造，双晶は普通である。 

石英：1～1.5mm不定形。 

カリ長石：間充的に発達し，散在するプール状集合をつくる。 

角閃石：0.5～1mm，淡緑色半自形をしめす。周縁は黒雲母に置換されている。 

黒雲母：0.5mm程度の板状結晶，X＝淡色，Z＝濃色。 

はんれい岩相（角閃石はんれい岩） 

標式的なはんれい岩構造をしめす。 

斜長石＞角閃石＞単斜輝石＞紫蘇輝石＞黒雲母。 

斜長石：0.5～1.5mmの自形～半自形で，弱い累帯が発達する。 

紫蘇輝石：1～2mm半自形的であるが，短冊状斜長石を包みこむものが多い。単 

斜輝石も包有する。周縁に僅かに角閃石，黒雲母を生じている。 
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第10図 ピシカチナイ花こう岩に伴われるはんれい岩質岩石 
Pl：斜長石 Hyp：斜方輝石 Au：単斜輝石 
Hr：角閃石 Bi：黒雲母 

単斜輝石：色角閃石の内部に残存している。汚濁するものが多い。 

角閃石：色角閃石である。単斜輝石を置換し生長しており，斜長石も包みこんで 

ポイキロブラスト状結晶をつくる。 

黒雲母：0.5～1mmの濃色板状結晶を成す。早期形成有色鉱物のまわりに集中 

する。 

.２ 酸性脈岩類 

角閃石，黒雲母，石英閃緑岩 

この脈岩は岩松ダムの西南方に貫入している。脈岩全体が圧砕され，緑泥石が形成 

されていて暗緑色を呈している。鏡下では深成岩構造を示す石英閃緑岩であり，圧砕 

された薄層が多数認められる。 

斜長石：0.5～1mm短冊状，汚濁いちじるしく累帯構造はほとんど認められない。 

石英は間を埋め少量発達している。波動消光する。カリ長石も間を充して僅か 

に存在する。有色鉱物は主に黒雲母であるが，緑泥石化するものが大半で，波状に彎 

曲している。角閃石は淡緑色種で少量含まれている。 

グラノファィア 
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第11図 酸性脈岩（岩松ダム付近） 
石英閃緑岩質岩石である。圧砕されており，滑り面に 
緑泥石が生じている。 

 

 

グラノファィアは十勝川中土場左岸，ピシカチナイ沢出会付近，オソウシ川上流部 

などに貫入している。いずれも有色鉱物をほとんど伴わぬ優白岩脈である。 

石英や斜長石は0.5～1mmの粒状結晶であり，結晶の外縁は石英およびカリ長石 

（？）微文象組成の石基に融合している。 

ひ ん 岩 

ひん岩は中土場右岸にやや大きな貫入体を形成している。構成鉱物の上ではグラノ 

ファィアに比し塩基性であるが，石基部の構造は非常に類似する。 

斑晶斜長石：0.5～2mmの自形結晶である。汚濁，分解いちじるしい。単斜輝石： 

緑泥石にほとんど全体が交代されている。 

石基は微細な斜長石・緑泥石（輝石）の集合より成るが，球顆状に石英，長石の発 

達する部分が認められる。 
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第12図 ひ  ん  岩 
斜長石，単斜輝石の斑晶 
斜長石，輝石（緑泥石）の集合する石基をしめす。 

.３ 輝 緑 岩 類 

この地域の輝緑岩類は岩質上二つの型に分けられる。 

バリオライト（球顆）輝緑岩 

この型の輝緑岩はパンケニコロ川中流部に岩床または熔岩として発達する。肉眼的 

に明瞭ではないがピロー状の構造が認められる。 

鏡下では細粒の基質のなかに微斑晶が観察される。微斑晶は0.3～1mmの斜長石 

柱状結晶であり，一定の配列もなく累帯もない。 

基質はきわめて細かな柱状斜長石と微細の単斜輝石がくみあい間粒状構造を示す 

が，斜長石，輝石の球顆とが混在する。 

輝 緑 岩 

標式的なオフィティック構造の輝緑岩はパンケニコロ川中流などに広く分布してい 

る。この輝緑岩の斜長石はなかに1～5mm短冊状の斑晶をつくるが，普通は0.2～ 

0.3mm内外の短冊状結晶であり，輝石の単晶の内部に包有されている。輝石は透輝 

石であり径2～5mmの比較的大形結晶をなし，それぞれ不規則な境界で接している。 

これらは多くの斜長石結晶を包みこんでいる。オソウシ川中流の輝緑岩は粗粒であ 



― 22 ― 

り，はんれい岩質であるが，構造は上述の輝緑岩と異ならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第13図 輝  緑  岩    （オソウシ川） 
オフィティック構造をしめす岩種である。 

 熔結凝灰岩類について 

この図幅地域に発達する熔結凝灰岩類はすでにのべたように下部より屈足層熔結凝 

灰岩部層，パンケニコロ熔結凝灰岩および十勝熔結凝灰岩であり，それぞれは不整合 

をもって接している。しかしこれらの各岩層は岩質の類似することなどのために，今 

まではまちまちに取り扱われていた。新得図幅においての区分と本調査結果との相違 

する点はすでに指摘しておいた。十勝川上流図幅では下部より二股熔結凝灰岩，トム 

ラウシ熔結凝灰岩，さらにトノカリ凝灰質泥岩層をはさみ下富良野熔結凝灰岩と区分 

され，最後のものは十勝熔結凝灰岩に対比されている。しかしこの点は前述したよう 

にこの図幅のパンケニコロ熔結凝灰岩が 下富良野熔結凝灰岩 とされねばならない。 

このようにするとトノカリ凝灰質泥岩層と岩松層，トムラウシ熔結凝灰岩あるいは 

二股熔結凝灰岩と本図幅の屈足層との関係が問題になる。パンケニコロ熔結凝灰岩と 

岩松層との直接の関係をこの図幅では観察できないが岩松層が下部を占める可能性が 

大きく，したがってトノカリ凝灰質泥岩と対比もできることになる。しかしトノカリ 

凝灰質泥岩層はかなり広域的に，十勝岳・トムラウシ火山の下部に分布するのに対 

〃
 〃
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し，岩松層は局所的かつ帯状に発達していて，堆積の環境はいちじるしく異なってい 

る。今後の検討が必要である。 

トムラウシ熔結凝灰岩ならびに二股熔結凝灰岩と，屈足層とは時代的には並置でき 

るもののようである。前の二つのものは噴出源に近い地域を占めており，岩脈に貫入 

されている。これに対し屈足層は水中での堆積相も含んでいて堆積の状態にいちじる 

しいへだたりがある。さらに詳細な調査研究が必要とされるのである。 

本地域の熔結凝灰岩類の化学組成を次にしめす。 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

SiO2 

TiO2 

Al2O3 

Fe2O3 

FeO 

MnO 

MgO 

CaO 

Na2O 

K2O 

P2O5 

H2O(＋) 

H2O(－) 

Total 

69.83 

0.46 

13.60 

2.21 

0.78 

0.11 

0.73 

2.95 

3.67 

2.97 

0.78 

1.37 

0.34 

99.80 

65.26 

1.94 

17.15 

0.56 

2.39 

0.12 

1.84 

4.19 

3.20 

2.00 

0.10 

0.97 

0.23 

99.95 

70.18 

0.50 

15.19 

2.48 

1.38 

0.11 

1.24 

3.19 

3.72 

2.35 

0.06 

0.03 

0.35 

100.78 

70.68 

0.24 

15.06 

2.00 

0.81 

0.09 

0.38 

2.72 

3.42 

2.50 

0.09 

0.50 

0.66 

99.15 

71.57 

0.29 

13.11 

2.62 

0.78 

0.07 

0.64 

2.19 

3.89 

3.39 

0.06 

0.60 

0.42 

99.63 

70.00 

0.15 

14.08 

1.30 

1.51 

0.20 

1.34 

3.56 

3.80 

2.30 

0.20 

2.12 

100.5 

１ 屈足層熔結凝灰岩部層１  岩松付近 
２ パンケニコロ安山岩質熔結凝灰岩      パンケニコロ川 
３ パンケニコロ，石英安山岩質熔結凝灰岩   同上 
４ 十勝熔結凝灰岩    パンケニコロ川源流 分析者 橋本誠二 
５ 十勝熔結凝灰岩   （十勝岳図幅） 
６ 〃         （  〃  ） 

 地 質 構 造 

この図幅域での日高累層群の露出は良好でないが，隣接図幅を参照し以下のように 

考察できる（第14図)。 
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ニペソツ層（HG－1）は地域の両側を占め，ほぼ南北に帯状に分布しており，日高 

累層群上位の地層とは北北東－南南西走向の断層で接している。本層自体はその帯状 

域のなかで東にふれた走向と比較的に単純な褶曲を示している。この構造は西側に分 

布する日高変成帯の延長部に当たる花こう岩体に対しいちじるしく斜交している。 
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十勝パンケ層（HG－2)，十勝ペンケ層（HG－3)，チカベツ層（HG－4）はニペソ 

ツ層の中間に向斜を形成しているが，その向斜は剪断帯，断層のために複雑な形とな 

り相互の間にいちじるしい変位運動のあったのがわかる。 

日高累層群の一部は剪断をうけている。すなわち西側のニペソツ層の一部は理を 

おび複雑に褶曲しており，伴われる断層によってニペソツ層とチカベツ層が直接する 

に至っている。十勝川上流域の角閃岩はこの変位によりもち上げられたものであろう。 

十勝パンケ層内に発達する剪断帯は上記のものより東に偏する走向をしめす。北方 

域ではこの帯には顕著な変質作用がみられるが，ここでは理と複雑な褶曲を示すに 

止まり変質の程度は微かである。 

本地域には比較的後期に北東－南西走向の断層が生じている。このうち注目すべき 

はピシカチナイ花こう岩体南東縁にうものである。花こう岩は本断層にそい圧砕さ 

れ珪化され，シー然別川では花こう岩礫を含む礫岩，粗粒アルコーズ砂岩質のシー然 

別層が岩体に接して発達している。本層の地質時代は明白ではないが，第三紀に属す 

る上支湧別層に対比されている。 

 

参 考 文 献 

1） 酒匂純俊，長谷川潔（1957)：十勝川上流図幅，北海道開発庁 

2） 長谷川潔，高橋俊正，松井公平（1961)：上支湧別図幅，北海道開発庁 

3） 酒匂純俊，小山内熙，松下勝秀，金山喆祐（1967)：落合図幅，北海道開発庁 

4） 小山内熙，酒匂純俊，松井公平，松下勝秀（1968)：西達布図幅，北海道開発庁 

5） 橋本誠二，太田茂志，藤原嘉樹（1968)：北海道中央部佐幌岳付近に分布する火 

灰岩類の古地磁気学的研究，地球科学22巻１号19～23頁 

6） 国府谷盛明，松井公平，土屋 篁（1969)：新得図幅，北海道開発庁 



― 26 ― 

 



―
 27 ―

 

                

佐幌岳図幅域遠望（狩勝峠より） 
中央遠景，然別沼周縁の山岳，右方の台地美蔓台地 
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十勝熔結凝灰岩（パンケニコロ川） 
柱状節理が特色である。 

屈足層，熔結凝灰岩部層 
写真中央の軽石層下部が部層１ 
上部は部層２  （屈足26号） 
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EXPLANATORY TEXT 
OF THE 

GEOLOGICAL MAP OF JAPAN 
(Sca l e   1： 50,000)  

 
SA H OR O-D AKE 
(Ku sh i ro-16)  

 

By  
Se i j i  H A S H I M O T O  

 

Résu mé  

 
The  shee t  ma p“ Sa ho ro-d a ke” a rea  i s  s i t ua t ed  i n  t he  no r th-  

e a s t e rn  po r t i on  o f  t he  Ka r ikach i  Pa s s,  t he  no r th e rn mo s t  o f  t he  
H idaka  Ra ng e  i n  Cen t r a l  Hok ka ido.  

The  major i ty  of  the  mapped a rea  i s  covered  by  enomous  f lows  
o f  py roc l a s t i c  rocks  an d  the  base men t a l  rocks  a r e  poo r ly  c ropp ed  
ou t  benea th  t he  f l o ws  a n d  a r e  expo se d  i n  a r ea s  o f  more  o r  l e s s  
h igh  r e l i e f  s i t ua t ed  i n  sou thwe s t e rn  an d  no r thea s t e r n  co rne r s.  

The  s t r a t i g r a ph ic  s eq uenc e  i n  t h i s  a r e a  i s  sh own  i n  t he  fo l-  
l owin g  t ab l e. 
 
 La t e  Te r r ace  depos i t s  
 Midd le  So-ca l l ed  Ob ih i ro  Fo rma t ion  
  Tokach i  We lded  Tuf f  
 O lde r  Panke  N iko r o  Welde d  Tu f f  
P l e i s t ocene   Iwa ma t su  Fo rma t i on  
       Weld ed  Tuf f  
 Ea r ly    Ku t t a r i  Fo r ma t i on  
       Lo we r  Grave l s  
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C re t aceous?   Ch ikabe t su  Fo rma t ion  
  Tokach i  Pa nke  F.  
 H idaka  supe r  Grou p  
  Tokach i  Pe nke  F.  
Ju ra s s i c   N ipe so t su  Fo rma t i on  
 

Hidaka super Group.   Basemental  formation in this area is com 
posed of  thick beds of slate,  si l tstone and sandstone,  intercalated in 
someplaces wi th  conglomerate  and green rock.   No fossi l  has  been 
found.   These  a re  inc luded  in  the  Hidaka  super  Group,  the  geos-  
ync l ina l  depos i t s  in  the  ax ia l  be l t  o f  Hokka ido,  wi th in  which  four  
fo r ma t ion s  a r e  d i s t i ngu i shed  on  t he  b a s i s  o f  t he  c ha rac t e r i s t i c s  
o f  s ed i me ne t s  and  o f  t he  s t ruc t u re s  a s  we l l  a s  t he i r  ex t ens i on  t o  
t he  ne ighb ou r ing  shee t  map  a r ea.  

Nipesot su  format ion  consi s t s  ch ie f ly  of  b lack  s la t e  and  sand-  
s tone  and shows  gen t le  fo ld ing  in  a  main  par t.   Grani te  in t rus ion  
a r e  con f ined  t o  be  obse r ved  i n  t h i s  f o r ma t ion.   Tokach i  Pa nke  
fo rma t ion  i s  made  up  o f  a l t e rna t ion  o f  s an ds t one  and  s i l t s t on e.  
And  Tokach i  Pen ke  fo r m a t ion  i s  co mpose d  o f  me d iu m to  c oa r se-  
g ra ined  sands tone.   Chikabe t su  fo rmat ion  compr ises  b lack  sha le  
beds  wh ich  i s  sugge s t ed  t o  be  Cre t ac eous  i n  a ge.   The  mu tua l  
r e l a t i onsh ip  be tween  the se  fo rma t io ns  a r e  no t  c l ea r ly  ob t a ined,  
however,  a  d i sposi t ion  of  the  format ion  revea l s  syncl ina l  s t ruc ture  
runn i ng  N NE  to  SSW.  

Dis t inct  sheared zones  are  found in the  Hidaka super Group;  T  
hezone  i n  t h e  wes t  r u ns  N─ S  d i r ec t i on  i n  wh ic h  i r r egu la r  fo l d ing  
i s  ob se rve d  toge the r  w i t h  shea r i ng  a nd  the  zone  i n  t he  ea s t  h a s  
NE─ SW s t r i ke  and  i s  cha rac t e r i zed  by  i n t ense  c ru sh ing,  bu t  n o  
obvious  a l te ra t ion  due  to  s i l i c i f ica t ion  o r  ch lo r i t iza t ion  i s  found in  
con t r a s t  t o  t he  no r the r n  ex t ens i on  w he re  such  a l t e r a t i on  be in g  
ve ry  p reva l en t.  

Ku t t a r i  Fo r m a t ion  l i e s  u n confo r ma b ly  upon  t he  H id aka  supe r  
Group in  the  southern part  of  the  area.   This  format ion consis ts  of  

…
…
…
…
… 
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f la t ly ing gravel  beds,  rhyol i t ic  pumiceous welded tuff  and volcanic  
pu mice  and  a sh  bed s  wh ich  become  mo re  c l ay i sh  t o  t he  uppe r  
and  t o  t he  so u th.  

Iwamatsu  Format ion  be ing  charac te r ized  by  i r regula r  depos i-  
t i on,  o ccu r s  nea r  Iwa ma t su  Lake  i n  a  na r row be l t,  t he  occu rence  
o f  wh ich  i nd i ca t e s  t ha t  t h i s  wa s  fo rmed  by  t he  ac t i on  o f  t he  O l d  
Tokach i  r i ve r  cu t t i n g  i n t o  t he  Ku t t a r i  Fo rma t ion.   A l thoug h  no  
pos i t i ve  p ro o f  i s  ob t a in ed,  i t  i s  p r e su med  to  l i e  be low Pan ke  
Niko ro  we l d ed  tu f f.  

Tokach i  We l ded  Tuf f  i s  t he  one  o f  t he  mos t  ex t ens ive  py ro-  
c l a s t i c  f l ow s  in  Hokka ido  and  cove r s  g r ea t e r  pa r t  o f  t h i s  a r ea  i n  
wh ich  to t a l  t h i ckne s s  i s  abou t  180m in  the  no r th wes t,  whe re a s  
t he  t h i ckne s s  o f  t he  s a me  f l ow  i s  r e duced  to  40  t o  70m i n  t he  
sou theas te rn  margin.   Th i s  welded  tuf f  i s  o f  rhyol i t ic  in  compo-  
s i t i on  and  i s  cha rac t e r i zed  by  t he  occu rence  o f  l a r ge  qua r t z  ph e-  
nocrysts.   At  least,  two cool ing units  are  observed throughout  th is  
a rea.   In  sp i te  of  the  we l l  welded  appearence,  the  pa leomagne t ic  
p rope r ty  o f  t he  t u f f  sho w s  no  d i f i n i t e  po l a r i t y  excep t  fo r  n o r m a l  
o r i en t a t i on.  

So-cal led Obihiro Format ion l ies unconformably  upon Tokachi  
we lded  tu f f,  fo rming  uppermos t  deposi t  o f  the  Kumaushi  p la teau,  
e a s t  o f  t he  Tokach i  R iv e r  and  ex t en ds  a lon g  the  r i ve r  s i de  a s  
the  h igher  r ive r  te r race  deposi t.   Thi s  format ion  consi s t s  ch ie f ly  
o f  g r ave l  an d  s and,  ove r l a ined  by  c l ay i sh  depo s i t.  

I gneo us  an d  Me ta morp h ic  Rocks  
Gran i t e.   T wo  d i s t i nc t  b od i e s  o f  g r an i t e  a r e  exposed  i n  t h e  

Mt.  Sahoro-dake  a rea  and  Mt.  P i sh ikachina i  a rea.   The  Sahoro-  
dake  g ran i te  which  be longs  to  the  rock  o f  the  Hidaka  me tamorphic  
bel t,  i s  medium to  coarse-grained homogeneous biot i te  grani te  and  
fo rms  a  body  s t re tch ing  f rom nor th  to  sou th.   P i sh ikachina i  gra-  
n i te  i s  medium-grained hornblende bearing biot i te  quar tz  diori te  to  
granodior i te  in  composi t ion and is  incorporated with  many  gabbroic  
i nc lu s i on s.   Th i s  i n t ru s i on  occu r s  i n  a  d i r ec t i on  ex t end in g  NNE 
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to  SSW,  p resumably  cont inuous  to  Mt.  I sh ikar i-dake  g ranodior i te  
fu r the r  t o  t h e  no r th  and  i s  a s su med  he re  t o  be long  to  t he  ano the r  
be l t  o f  g r an i t i c  i n t ru s i on.  

The  d ike s  o f  g r ano phy re  and  qua r t z  d io r i t e  a r e  o b se rved  to  
be  a s soc i a t e d  w i th  P i sh ikach ina i  g r an i t e.   D ia ba s e  i s  a l s o  fou n d  
in  wh ic h  t y pe  va r i e s  f ro m va r io l i t i c  d i abase  t o  n o rma l  d i aba s e  
and  gabb ro i c  d i abase.  

Hor n fe l s  i s  f o r med  a rou n d  the  g ran i t e  bod ie s.   I t  i nc lude s  
py roxene  ho rn fe l s  an d  b io t i t e  ho rn fe l s.   Amph ib o l i t e  i s  l oca l l y  
obse rved  a t  t he  ups t r ea m o f  Panke  Ni k o ro  r i ve r  w h e re  i t  appea r s  
j u s t  benea t h  o f  t he  py roc l a s t i c  f l o w.  
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